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「
道
路
や
、
側
溝
の
流
れ
が
悪
い
。
雨
の
降
る
た
び
川
が
あ
ふ

れ
る
」
こ
ん
な
苦
情
は
絶
え
ま
せ
ん
。
道
路
や
川
の
問
題
は
、
そ

れ
だ
け
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
て
い
ま
す
。

　
世
田
谷
区
内
に
は
、
国
道
や
都
道
、
区
道
、
そ
れ
に
私
道
な
ど

あ
り
ま
す
が
、
一
番
多
い
の
は
区
の
管
理
す
る
区
道
で
、
長
さ
は

約
九
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
約
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

す
。
そ
の
ほ
か
公
共
溝
渠
や
河
川
、
側
溝
、
公
園
、
街
路
灯
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
世
田
谷
の
土
木
予
算
は
今
年
度
ど
の
く
ら
い
か
と

い
う
と
、
全
部
で
約
二
〇
億
円
。
こ
の
う
ち
人
件
費
が
約
二
億
五

干
万
円
で
す
か
ら
、
事
業
費
や
一
般
事
務
的
経
費
は
、
約
一
七
億

五
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
費
用
は
、
財
政
調
整
で
都
か
ら
認

め
ら
れ
た
金
額
な
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
を
い
い
か
え
れ
ば
、
都
か

ら
き
め
ら
れ
た
財
源
の
枠
内
で
区
は
事
業
を
行
な
う
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
住
民
の
要
求
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
予
算
で
は
ま
だ
ま
だ

足
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
区
は
、
こ
れ
を
年
次
計
画
に
よ
っ
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
昭
和
36
年
か
ら
38
年
に
緊
急
三
力
年
計
画
を
行

な
い
、
さ
ら
に
約
二
〇
億
円
で
、
昭
和
39
年
度
か
ら
新
三
ヵ
年
計

画
で
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路
や
側
溝
の
整
備
、
下
水
補
修
な
ど
を
、
現

在
行
な
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
都
で
は
昭
和
41
年
度
か
ら
45
年
度
に
か
け
、
世
田

谷
区
内
に
下
水
道
を
完
成
さ
せ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
区
の

徹
底
的
な
路
面
改
良
や
排
水
施
設
は
、
下
水
道
完
成
後
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間
も
道
路
は
こ
わ
れ
て
い
き
ま

す
か
ら
、
あ
る
程
度
の
二
重
投
資
も
や
む
を
得
な
い
目
一
ぱ
い
の

計
画
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
三
ヵ
年
計
画
の
途
中
で
、
区
内
都
道
の
六
〇
％
が

区
に
移
管
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
十
分
な
財
源
が
つ
い
て

こ
な
い
た
め
、
こ
の
整
備
に
つ
い
て
の
計
画
も
別
に
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
あ
る
い
は
、
河
川
が
あ
ふ
れ
出
す
と
い
う
こ
と
も
、
都
の
本
改

修
や
改
良
下
水
道
工
事
に
ま
た
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
区
と
し
て
は
、
局
部
的
に
で
も
改
修
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
い
ま
都
で
は
特
別
区
の
行
政
施
設
を
、
昭
和
姐
年

度
か
ら
五
ヵ
年
で
全
部
整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
た
て
、
各
区

と
も
こ
の
計
画
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
区
側
の
意
向

を
反
映
せ
ず
に
策
定
さ
れ
た
と
い
う
不
満
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
と
に
か
く
、
広
大
な
道
路
面
積
を
有
し
、
し
か
も
発
展
途
上
に

あ
る
世
田
谷
区
と
し
て
は
、
土
木
事
業
に
膨
大
な
財
源
が
必
要
な

の
は
当
然
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
都
の
計
画
と
の
か
ね
合
い
で
、

区
の
計
画
が
や
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
、
住
民
の
要
求
に
沿
い

得
な
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
住
民
に
と
っ
て
は
、
都
も
区
も
あ
り
ま
せ
ん
。
区
議
会
と
し
て

も
、
早
く
快
適
な
生
活
環
境
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
な
け
れ
ば
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
次
）
な
ど

三
十
六
件
を
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算
第
三
次
（
鎌
撚
）

●
質
屋
事
業
会
計
補
正
予
算
第
二
次
（
蛾
賊
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
第
一

　
次
（
賛
成
多
数
）

　
右
三
件
の
補
正
額
は
七
億
五
、
五
三
一
万

八
、
○
○
○
円
で
、
す
で
に
計
上
さ
れ
て
い

る
予
算
と
合
わ
せ
る
と
九
六
億
七
、
六
一
七

万
八
、
○
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

　
計
上
額
の
お
も
な
も
の
は
、
職
員
の
給
与

改
定
に
よ
る
人
件
費
の
不
足
額
二
億
五
千
余

万
円
、
玉
川
第
六
出
張
所
用
地
買
収
費
三
、

〇
九
四
万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
並
び
に
公

共
溝
渠
改
良
費
一
億
二
、
三
七
五
万
円
、
中

里
小
学
校
外
四
校
の
用
地
買
収
な
ど
の
費
用

五
、
四
七
八
万
円
、
区
立
総
合
運
動
場
の
管

・
理
及
び
体
育
館
建
設
費
二
、
〇
三
〇
万
円
な

ど
で
す
。

　
な
お
、
学
校
用
地
買
収
計
画
変
更
な
ど
で

五
、
六
〇
〇
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
用
品
会
計
補
正
予
算
第
一
次
（
賛
成
全
員
）

　
今
回
の
補
正
額
は
二
〇
二
万
円
で
、
す
で

に
計
上
さ
れ
て
い
る
分
と
合
わ
せ
る
と
三
、

五
七
一
万
四
、
○
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
区
役
所
、
小
・
中
学
校
な
ど
で
使

用
す
る
用
品
の
購
入
費
不
足
額
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

●
福
祉
会
館
条
例
（
賛
成
全
員
）

　
区
内
の
青
少
年
と
老
人
に
施
設
を
開
放
し
、

健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
建
設
中
の
福
祉
会
館
が
本
年

中
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
の
で
、
そ
の
管

理
な
ど
の
事
項
を
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

●
新
し
い
住
居
表
示
の
実
施
区
域
（
鑓
鰍
）

　
現
在
の
世
田
谷
一
丁
目
を
世
田
谷
一
丁
目

か
ら
四
丁
目
。
二
丁
目
を
梅
丘
一
、
二
丁
目
、

豪
徳
寺
一
、
二
丁
目
。
三
丁
目
を
宮
坂
一
、

二
、
三
丁
目
。
四
丁
目
を
桜
一
、
二
、
三
丁

目
。
五
丁
目
を
桜
丘
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
と

し
、
実
施
は
昭
和
41
年
2
月
15
日
か
ら
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
（
賛
成
多
数
）

　
昭
和
38
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
低
額
所

得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
減
額
措
置
に
つ
い

て
、
そ
の
後
に
お
け
る
被
保
険
者
の
所
得
の

変
化
な
ど
を
考
え
て
、
そ
の
対
象
世
帯
の
範

囲
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
公
衆
便
所
条
例
の
改
正
（
賛
成
多
数
）

　
太
子
堂
、
三
宿
、
池
尻
な
ど
の
住
居
表
示

実
施
に
よ
り
、
現
在
の
区
立
公
衆
便
所
の
位

置
な
ど
の
表
示
を
改
め
る
も
の
と
、
新
し
く

代
田
二
丁
目
に
公
衆
便
所
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

●
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
る
条
例
の
一
部
改

正
十
一
件
（
賛
成
全
員
）

　
世
田
谷
第
一
、
第
二
出
張
所
、
農
業
委
員

の
第
一
選
挙
区
、
世
田
谷
地
区
の
区
域
と
福

祉
事
務
所
、
区
立
生
活
館
、
太
子
堂
公
益
質

屋
、
池
尻
児
童
館
・
保
育
園
・
敬
老
会
館
、

世
田
谷
公
園
、
太
子
堂
円
泉
寺
・
八
幡
両
児

童
遊
園
、
太
子
堂
小
学
校
外
六
校
。

　
太
子
堂
、
三
宿
、
池
尻
な
ど
の
住
居
表
示

実
施
に
よ
り
以
上
の
も
の
の
町
名
、
区
域
及

び
位
置
の
表
示
を
変
更
す
る
も
の
。

●
農
地
買
収
無
効
確
認
等
請
求
事
件
に
係
る

訴
訟
の
和
解
に
つ
い
て
（
賛
成
全
員
）

　
右
の
件
は
、
原
告
で
あ
る
船
橋
町
の
橋
村

氏
よ
り
都
知
事
と
区
を
被
告
と
し
て
「
現
在

区
が
所
有
し
て
い
る
八
幡
山
小
学
校
敷
地
の

一
部
（
一
、
六
一
二
坪
）
が
、
農
地
解
放
の
と

き
都
知
事
が
行
な
っ
た
買
収
処
分
は
無
効
で

あ
る
か
ら
所
有
権
は
原
告
に
あ
る
」
と
い
う

確
認
を
求
め
る
訴
え
が
昭
和
37
年
8
月
に
出

さ
れ
た
の
で
、
区
長
側
も
区
議
会
の
訴
え
に

応
ず
る
と
い
う
決
定
を
得
て
今
日
ま
で
争
っ

て
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
去
る
39
年
5
月
第
十

ミ
髪
ミ
、
、
ミ
多
｝
誉
§
、
多
）
§
§
、
匹
髪
、
、§NN

髪
、
、
葦
N
、
多
、
ミ
、
ミ
多
、
§
§
、
多
モ
§
N

　
　
　
　
し
　
ぶ
い
ち

　
　
◆
四
分
一
重
男
さ
ん
と
い
う
八
幡
中
当

　
　
，
の
警
備
員
が
一
人
で
夜
勤
し
て
い
た
え

　
　
だ
れ
に
も
知
ら
れ
ず
死
亡
し
た
と
い
う

　
　
件
が
あ
っ
た
。

　
　
　
い
ま
の
勤
務
体
制
は
一
直
一
休
制
と

　
　
　
っ
て
二
人
が
一
人
ず
つ
交
代
で
夜
勤
を

　
　
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
故

　
◆
財
政
援
助
団
体
に
対
す
る
監
査
報
告
で

酬㈱　各識
員
の
強
い
関
心
を
集
め
た
。

　
　
い
ま
ま
で
も
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助

　
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
否
と
成
果
に
つ

　
い
て
た
び
た
び
問
題
に
な
り
、
改
め
て
検

　
討
す
る
時
期
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ

倣
を
機
会
に
、
尊
い
税
金
の
適
正
な
る
使
途

酬欄　を画
す
る
一
環
と
し
て
、
議
会
と
し
て
も

　
再
検
討
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が

　
り
、
別
の
機
会
に
そ
の
実
体
を
検
討
し
な

　
お
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

㎜
　
　
こ
う
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
い

㎜㈱　うこ
と
も
、
「
刷
新
」
を
カ
ン
バ
ン
に
し
た

　
都
議
会
の
影
響
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
が
、

　
　
コ

　
と
か
く
惰
性
に
流
れ
る
役
所
意
識
に
一
本

　
の
カ
ン
フ
ル
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の

　
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
、

と
き
、
だ
れ
か
カ
そ
ば
に
い
た
ら
尊
い

鵜
殿
羅
詔
鉾
譲
懸

讐
籟
鷺
曜
篇
穀
塘
鍵
睦
㎜

う
が
、
仕
事
の
軽
い
重
い
は
別
と
し
て
も
、
㎜

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
職
場
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
四
分
一
さ
ん
の
急
死
で

こ
と
の
重
大
さ
を
、
あ
ら
だ
め
て
知
ら
さ

れ
た
。

　
議
会
で
は
一
日
も
早
く
こ
の
問
題
を
善

処
す
る
よ
う
区
長
、
教
育
長
に
強
く
要
望

し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
予
期
し
て
い
な

か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
定
例
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
真
剣
に
討
識
さ
れ
て
出
た
結
果

劉
多
ミ
ミ
、
髪
§
髪
§
多
ミ
、
凱
教
難
獲
酵
霧
魏
監
2

二
回
口
頭
弁
論
日
に
お
い
て
裁
判
長
の
和
解

勧
告
を
受
け
た
の
で
、
数
回
に
わ
た
り
原
告

と
折
衝
を
続
け
た
結
果
、
今
回
和
解
に
よ
る

成
立
の
見
通
し
が
つ
い
た
も
の
。

●
新
た
に
認
定
さ
れ
た
区
道
（
賛
成
全
員
）

延長（米）

　460．20
　　35．10

　401．60
　　72．80

　　79．40

　105．00
　　60．30

　226．76

　191。40

　145．50
　　91．60

272．00

　　96・00

　　98・60

　　96・40

285．00

2717．66

　
　
ら
薄
ぱ
『
穿
た
ば
あ
消
費
税
が

唇
内
マ
区
の
財
源
に
な
り
ま
す

呂

耀㎜耀㈹耀㎜一

　　所　　　在　　　地

池1）己田∫506～515

世田俗2丁目2015
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祖師谷2丁目583
烏山町1114～1144
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補
正
予
算
に
対
す
る
意
見

●
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の

繰
り
越
し
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
繰
り
越
し

の
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
設
計
工
事
を
委
託
す
る
場
合
に
は

特
に
慎
重
を
期
す
る
こ
と
。

●
保
育
施
設
の
適
正
配
置
と
増
設
充
実
に
対

し
て
、
用
地
取
得
の
困
難
性
は
あ
る
に
せ
よ

熱
意
が
足
り
な
い
、
努
力
を
望
む
。

●
移
管
業
務
・
施
設
に
つ
い
て
の
財
源
措
置

を
都
に
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

●
公
共
溝
渠
・
排
水
溝
の
整
備
に
重
点
を
置

い
て
、
出
水
等
起
ら
な
い
よ
う
早
急
に
下
水

の
流
れ
な
ど
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

●
P
T
A
の
運
営
費
以
外
の
父
母
負
担
に
つ

い
て
は
学
校
側
と
連
絡
を
と
り
、
そ
の
軽
減

に
つ
い
て
十
分
指
導
す
る
こ
と
。

●
中
学
校
の
給
食
施
設
の
全
体
計
画
を
立
て

て
、
一
日
も
早
く
全
校
実
施
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
払
う
こ
と
。

）

幅－
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、
代表
　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
、

　
　
　
　
　
　
　
区
営
プ
ー
ル
の
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
自
民
党
1

◆
支
所
縮
少
後
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
改
善
の

成
果
は
ど
う
か
。
両
支
所
庁
舎
建
設
構
想
は
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
．
い
。

玉
川
支
所
は
四
十
一
年
度
中
に
着
工
し
た
い
。

砧
は
支
所
庁
舎
建
設
構
想
の
一
部
と
し
て
図

書
館
建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◆
　
図
書
館
費
は
文
化
区
を
名
乗
る
に
は
少

な
過
ぎ
る
。
現
在
の
利
用
状
況
に
応
え
る
た

め
増
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ー
二
館
の
増
設
は
必
要
と
思
う
。
用
地
取

得
が
困
難
だ
。

◆
中
学
校
完
全
給
食
を
今
後
漸
次
進
め
て

い
く
上
で
、
　
「
給
食
セ
ン
タ
ー
』
を
設
け
た

方
が
利
点
が
多
く
は
な
い
か
。

　
　
趣
旨
に
は
同
感
。
用
地
買
収
費
を
含
ま

な
い
で
五
、
六
億
の
設
置
費
を
要
す
る
が
、

今
後
更
に
検
討
を
進
め
た
い
。

◆
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
道
路
の
維
持
管
理

費
は
十
分
措
置
さ
れ
て
い
る
か
。
区
民
の
要

望
、
苦
情
に
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
区

都
・
国
の
総
合
連
絡
事
務
所
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

ー
移
管
都
道
に
要
す
る
財
源
は
、
区
で
委

任
管
理
し
て
い
た
と
き
よ
り
少
し
多
い
が
区

民
の
要
望
に
は
ほ
ど
遠
い
。
今
後
大
幅
増
額

を
要
求
し
た
い
。
連
絡
機
関
の
早
急
な
実
現

は
困
難
だ
が
、
何
と
か
策
を
講
じ
た
い
。

、’「

◆
　
公
園
を
整
備
し
て
、
一
般
区
民
を
対
象

と
し
た
プ
ー
ル
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

ー
必
要
と
思
う
。
で
き
る
だ
け
財
源
を
確

保
し
て
実
現
に
努
力
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
保
険
料
は

　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
減
額
に
努
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
社
会
党

◆
　
国
保
保
険
料
は
現
行
の
制
度
で
す
ら
問

題
が
あ
る
。
国
保
を
社
会
保
障
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
れ
ば
、
当
然
保
険
料
の
減
額
と

い
う
考
え
方
が
出
て
く
る
わ
け
で
、
こ
の
よ

う
な
大
原
則
に
逆
行
す
る
値
上
げ
を
認
め
る

こ
と
な
し
に
、
国
に
も
っ
と
責
任
を
持
つ
こ

と
を
要
求
す
る
の
が
区
長
の
と
る
べ
き
態
度

と
思
う
が
、
所
信
如
何
。

ー
国
保
は
社
会
保
障
の
中
核
で
は
あ
る
が
、

社
会
保
険
と
し
て
の
制
約
も
受
け
る
。
制
度

の
改
善
は
必
要
と
思
う
が
、
現
状
打
開
の
問

題
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
国
庫
補
助
を
獲
得

し
、
そ
れ
で
も
な
お
足
り
な
い
部
分
は
、
住

民
の
納
得
の
上
で
保
険
料
値
上
げ
も
止
む
を

得
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
建
設
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
明
党
1

◆
　
区
立
幼
稚
園
建
設
が
、
新
宿
区
あ
た
り

に
く
ら
ぺ
て
立
遅
れ
た
理
由
如
何
。
私
立
幼

稚
園
か
ら
の
反
対
は
強
硬
に
押
し
切
っ
て
い

く
の
か
。

1
幼
稚
園
建
設
は
、
当
面
区
内
八
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
一
園
建
設
の
方
針
で
進
み
た

い
。
私
立
幼
稚
園
に
は
理
解
と
協
力
を
求
め

る
立
場
で
探
し
て
い
き
た
い
。

）

◆
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除
対
策
は
。

　
　
今
年
は
立
遅
れ
た
。
来
年
度
は
組
織
的

に
対
処
し
た
い
。

◆
　
羽
根
木
、
世
田
谷
公
園
は
砂
塵
が
激
し

く
周
辺
住
民
は
困
惑
し
て
い
る
。
環
境
整
備

等
の
策
は
な
い
か
。

プ
ー
ル
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
塵
対
策
は
早
急
に
講
じ
た
い
。
プ
ー

ル
建
設
は
、
園
内
施
設
の
配
置
と
に
ら
み
合

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
河
川
対
策
に
つ
い
て
の
方
針
を
聞
き
た

い
。
関
連
し
て
、
山
野
小
学
校
付
近
の
公
共

溝
渠
は
少
し
の
雨
で
も
氾
濫
す
る
が
、
対
策

は
ど
う
か
。

ー
河
川
対
策
は
緊
急
事
業
と
し
て
重
要
に

考
え
て
い
る
。
山
野
小
付
近
の
水
害
は
、
溝

渠
の
上
流
の
団
地
造
成
が
原
因
な
の
で
、
来

年
度
早
々
も
う
一
本
放
水
路
を
設
け
た
い
。

◆
　
青
少
年
非
行
化
対
策
の
↓
環
と
し
て
、

職
業
訓
練
所
の
誘
致
を
は
か
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

ー
設
置
条
件
が
整
わ
な
い
ま
ま
今
日
に
及

ん
で
い
る
。
今
後
引
続
き
誘
致
に
努
力
す
る
。

ρ　　　
　
血
の
か
よ
っ
た
保
護
者
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
共
産
党
ー

◆
　
政
府
は
健
康
保
険
の
改
悪
を
中
昧
と
し

た
医
療
保
障
の
総
合
調
整
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。
国
保
発
足
の
際
、
都
は
、
将
来
赤
字

を
生
じ
た
場
合
一
切
貴
任
を
持
つ
と
言
明
し

た
が
、
現
在
保
険
料
の
値
上
げ
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
都
の
態
度
を
ど
う
思
う
か
。

　
　
総
合
調
整
は
早
急
な
実
現
が
望
ま
れ
て

い
る
。
料
率
の
値
上
げ
を
し
な
い
と
い
う
意

思
表
示
は
、
永
久
的
な
拘
束
力
は
な
い
と
思

う
。
保
険
者
と
し
て
は
、
手
段
を
つ
く
し
て

あ
る
程
度
の
値
上
げ
は
止
む
を
得
な
い
。

◆
　
生
活
保
護
基
準
は
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
引

上
げ
ら
れ
た
が
、
生
活
水
準
と
の
格
差
は
拡

大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
み
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、

都
で
は
指
導
監
査
を
強
化
し
て
い
る
が
、
こ

の
結
果
と
し
て
七
千
人
が
保
護
を
打
切
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
ど

う
思
う
か
。
保
護
費
支
給
明
細
書
は
発
行
し

な
い
の
か
。
移
管
福
祉
施
設
対
策
は
。

　
　
保
護
受
給
者
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ

る
。
指
導
監
査
は
保
護
の
適
正
実
施
の
た
め

に
し
て
い
る
。
支
給
明
細
書
は
、
現
在
決
定

通
知
書
を
送
付
し
て
い
る
の
で
必
要
な
い
。

移
管
施
設
に
つ
い
て
は
、
五
ケ
年
計
画
を
以

て
整
備
計
画
を
練
る
と
と
も
に
、
財
源
措
置

を
都
に
要
求
し
て
い
る
。

3

一
般
質
問

◆
　
学
校
警
備
員
死
亡
事
故
の
事
後
処
理
は
。

1
こ
れ
を
契
機
に
定
員
増
を
さ
ら
に
強
く

誓
7
罐
騨

　
10
月
2
日
、
ハ
ゼ
な
ら
だ
れ
で
も
釣
れ

る
と
い
う
の
か
、
茨
城
県
の
那
珂
川
河
口

で
議
員
の
ハ
ゼ
釣
り
大
会
を
行
な
っ
た
。

　
毎
月
報
酬
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
文
化
会

費
で
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
年
に
一
度
の
息

抜
き
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
秋
晴
れ
を
期
待
し
た
が
、
は
だ
寒
い
北

風
で
、
参
加
し
た
総
勢
三
十
四
人
は
お
も

い
お
も
い
の
服
装
、
手
ぬ
ぐ
い
で
顔
を
つ

つ
ん
だ
人
が
目
立
っ
た
。

　
釣
り
舟
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
と
、
美
し
く

展
開
す
る
沿
岸
の
風
光
は
釣
り
を
し
た
こ

と
の
な
い
人
た
ち
を
も
満
足
さ
せ
、
す
っ

か
り
自
然
の
中
に
と
け
込
ん
で
い
た
。

抽
せ
ん
で
乗
せ
ら
れ
た
小
舟
の
中
は
党

派をこえ

て
「
呉
越
同
舟
で
よ
ろ
し
く
」

と
和
気
あ
い
あ
い
。

“
　
昏

．
（
　
」

　
ハ
ゼ
釣
り
な
ら
ベ
テ
ラ
ン
で
二
～
三
〇

〇
匹
、
に
わ
か
釣
り
師
で
も
五
〇
匹
は
確

実と

い
う
前
評
判
よ
ろ
し
く
十
一
艘
に
三

人
ず
つ
分
乗
し
釣
り
場
を
求
め
て
右
往
左

往
し
だ
し
た
。

　
物
価
高
の
台
所
を
潤
そ
う
と
、
け
な
げ

な
気
持
ち
か
ら
か
婦
人
議
員
も
参
加
し
、

行
き
か
う
舟
に
あ
い
き
よ
う
を
振
り
ま
い

て
い
た
。

　
「
今
日
は
だ
め
だ
よ
」
と
い
う
船
頭
同

士
の
投
げ
合
う
言
葉
の
と
お
り
一
向
に
く

い
つ
い
て
こ
な
い
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な

か
っ
た
に
と
ぼ
や
く
こ
と
し
き
り
。
一
日

中
懸
命
に
釣
っ
て
最
高
三
〇
匹
程
度
、
少

な
い
人
は
大
き
な
ア
ミ
の
袋
に
か
わ
い
た

ハ
ゼ
ニ
匹
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。

船
頭
さ
ん
が
用
意
し
た
大
漁
審
査
の
竿

バ
カ
リ
も
、
風
袋
の
方
が
重
た
い
と
日
焼

け
し
た
顔
で
み
ん
な
大
ハ
シ
ャ
ギ
。
　
「
釣

り
て
ん
ぐ
の
話
な
ど
お
よ
そ
あ
て
に
な
ら

な
い
も
の
よ
」
と
な
げ
き
な
が
ら
、
来
年

こ
そ
は
と
意
気
ま
い
て
い
た
。

要
請
す
る
。
遺
族
の
更
生
に
も
で
き
る
だ
け

の
配
慮
を
し
た
い
。

塾
　
青
少
協
地
区
委
員
、
民
生
委
員
の
今
後

の
人
選
に
当
っ
て
は
、
平
均
年
令
の
若
返
り

と
婦
人
の
起
用
を
は
か
る
べ
き
だ
。

ー
要
望
に
そ
う
よ
う
努
力
す
る
。

◆
　
最
近
の
区
内
の
水
害
は
人
災
で
あ
る
。

溝
渠
の
改
修
、
敷
設
は
万
全
の
計
画
で
進
め

て
い
る
か
。
建
設
省
、
都
、
私
鉄
が
行
な
う

工
事
と
の
連
絡
調
整
は
ど
う
か
。

ー
施
工
の
時
点
で
は
万
全
を
期
し
て
い
る
。

抜
本
的
に
は
本
下
水
道
の
完
成
を
待
た
ね
ば

解
決
し
な
い
。
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
か
な

り
の
要
望
を
通
し
て
い
る
。

◆
　
旧
鳥
山
小
学
校
用
地
跡
の
利
用
計
画
は

ど
う
か
。

ー
地
域
社
会
の
開
発
を
根
本
に
、
総
合
的

構
想
を
鋭
意
検
討
中
で
あ
る
。

◆
　
隣
接
区
と
の
区
境
を
整
理
す
る
見
通
し

は
ど
う
か
。

ー
了
解
点
に
達
す
る
の
が
難
か
し
い
の
が

今
ま
で
の
例
だ
が
、
解
決
に
努
力
し
た
い
。
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眞
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請
原
陳
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9
月
29
日
の
第
三
回
区
議
会
定
例
会
で
、

請
願
・
陳
情
十
六
件
が
各
委
員
会
の
審
査
を

終
わ
っ
て
、
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
論
の
出
な
か
っ
た
も
の
、
新
た

に
付
託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
三
十
六
件
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
議
会
閉
会
中

に
審
査
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
厚
生
経
済
委
員
会

●
委
託
金
増
額
に
関
す
る
陳
情
（
成
城
地
区

青
少
年
補
導
連
絡
会
）
1
不
採
択
！

　
（
理
由
）
将
来
実
績
等
を
み
て
検
討
す
る

　
と
し
て
も
現
段
階
で
は
増
額
を
必
要
と
認

め
が
た
い
。

●
福
祉
会
館
設
置
請
願
－
採
択
1

●
生
活
と
健
康
を
守
る
請
願
ー
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
生
活
補
給
金
（
生
活
保
護
者
）

　
の
願
意
ど
お
り
の
支
給
は
、
実
益
が
な
い

　
の
で
で
き
な
い
が
慰
問
品
の
支
給
に
よ
っ

　
て
処
理
し
た
い
。

　
支
給
明
細
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
方
法

　
時
期
を
十
分
検
討
し
た
上
趣
旨
に
沿
い
た

●
老
人
家
庭
奉
仕
員
職
制
改
善
の
た
め
の
請

願
ー
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
他
の
非
常
勤
職
員
と
の
関
連
を

　
考
慮
し
、
他
区
と
も
検
討
し
な
が
ら
趣
旨

　
の
実
現
に
努
力
し
た
い
。

●
東
京
都
世
田
谷
区
中
小
企
業
経
営
近
代
化

融
資
制
度
一
部
改
善
方
に
関
す
る
請
願
－
意

見
付
採
択

　
（
意
見
）
事
業
の
実
績
と
請
願
の
趣
旨
を

　
に
ら
み
合
わ
せ
、
今
後
十
分
検
討
し
て
善

　
処
し
た
い
。

●
道
路
中
級
舗
装
の
請
願
（
玉
川
等
々
力
町

一
の
五
九
～
六
六
番
地
先
）
ー
採
択
1

●
道
路
舗
装
並
に
区
道
認
定
に
つ
い
て
の
講

願
－
採
択
1

●
道
路
舗
装
に
関
す
る
講
願
（
深
沢
町
四
の

二
八
～
一
〇
五
～
一
七
四
一
番
地
先
）
1
採

択
1
●
道
路
舗
装
請
願
（
廻
沢
町
千
歳
塵
芥
事
業

所
～
東
覚
院
千
歳
幼
稚
園
）
1
不
採
択
1

　
（
理
由
）
趣
旨
に
沿
う
よ
う
応
急
措
置
す

　
る
も
区
画
整
理
地
区
と
し
て
廃
道
予
定
に

　
つ
き
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
道
路
並
び
に
排
水
溝
設
備
の
講
願
（
祖
師

谷
二
丁
目
八
七
九
～
一
〇
〇
六
番
地
）
1
採

択
1
●
道
路
拡
幅
に
つ
い
て
の
陳
情
（
上
馬
町
一

の
四
七
九
番
地
先
交
差
点
）
1
採
択
ー

●
仙
川
護
岸
工
事
に
関
す
る
請
願
－
採
択
ー

輝一
談
饗
U
縫
器

ら 　
　
　
　
　
　
批
判
の
投
血
邦
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
す
べ
て
執
行

醜｝

辮
繍
撰
懲
鷺

び　　　
　
の

　
　
　
　
．
。
　
し
ど
し
ご
意
見
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
キ
あ
て
希

射
㌦
．
．
難
鐵
二

　
細
道
の
整
備
も
急
い
で

　
田
園
都
市
線
等
々
力
駅
か
ら
南
ヘ
ゴ
ル

フ
橋
へ
出
る
ま
で
の
細
道
は
、
通
行
人
が

今
に
車
に
は
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

戦
々
恐
々
で
す
。
車
も
通
行
人
も
日
毎
に

ふ
え
て
い
ま
す
。
今
に
多
数
死
傷
者
が
出

る
の
は
必
然
で
す
。
土
地
の
ボ
ス
共
に
恐

れ
ず
に
早
急
に
道
路
の
拡
張
工
事
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
（
等
々
力
渓
谷
地
帯
居
住
者
）

　
違
反
建
築
は
摘
発
を
き
び
し
く

　
公
道
に
面
し
て
な
い
所
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
に
実
在
し
な
い
道
路

で
も
図
面
上
記
載
が
さ
れ
て
あ
れ
ば
建
築

許
可
は
お
り
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
地
を

慎
重
に
調
査
検
討
し
違
反
工
事
は
中
止
さ

せ
机
上
事
務
処
理
の
な
い
様
、
公
務
員
の

本
分
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
区
内
　
一
主
婦
）

　
不
快
な
側
溝

　
下
水
道
の
こ
の
不
完
全
な
溝
は
ど
う
に

か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
蚊
や
ハ

エ
の
出
る
暑
い
時
期
に
な
る
と
ど
う
に
も

我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
も
流
れ
ず
汚

物
の
浮
い
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
表
通
り
程
で
は
な
く
て
も
よ
い

か
ら
、
せ
め
て
流
れ
る
溝
に
し
て
欲
し
い
。

　
（
世
田
谷
一
の
八
二
三
　
渡
辺
梅
子
）

　
区
議
会
だ
よ
り
に
期
待
す
る

　
小
生
は
日
本
広
報
協
会
の
技
術
顧
問
を

し
て
お
り
、
各
府
県
市
町
村
の
広
報
講
習

会
に
よ
く
頼
ま
れ
ま
す
が
、
各
府
県
と
も

広
報
紙
で
予
算
や
議
会
の
ま
と
め
方
に
非

常
に
苦
労
し
て
お
る
だ
け
に
、
興
昧
を
も

っ
て
見
た
。
貴
会
の
八
月
一
日
号
の
区
議

会
の
ま
と
め
方
が
比
較
的
優
れ
て
い
る
。

他
県
と
市
町
村
の
講
習
会
資
料
と
し
た
い
。

　
（
野
沢
町
一
の
三
六
　
淵
　
真
吉
）

　
舖
装
は
効
果
の
上
る
方
法
で

　
新
町
二
丁
目
東
急
玉
川
線
南
側
の
道
路

は
穴
ボ
コ
だ
ら
け
で
、
沿
道
の
各
商
店
、

通
行
人
は
車
の
タ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
は
ね
飛

ぶ
小
石
に
よ
る
被
害
、
雨
の
日
に
は
泥
は

ね
の
被
害
に
何
年
来
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
々
簡
易
舗
装
を
す
る
が
、
降
雨
で
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま

る
と
車
輌
の
運
行
が
激
し
い
た
め
忽
ち
元

の
木
あ
み
で
す
。
簡
易
舗
装
数
回
分
の
費

用
を
一
回
に
ま
と
め
本
格
的
な
硬
質
舗
装

に
す
る
方
が
税
金
の
ム
ダ
使
い
に
な
ら
ず
、

利
用
者
も
各
商
店
も
助
か
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
事
態
が
長
年
解
決

し
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
話

し
合
っ
て
も
ラ
チ
が
あ
か
ず
、
請
願
し
な

け
れ
ば
や
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
の
で
は

甚
だ
納
得
の
い
か
ぬ
こ
と
で
す
。
道
路
の

完
備
は
区
当
局
の
義
務
で
あ
り
責
任
が
あ

る
訳
で
す
。
ま
た
議
員
諸
公
の
怠
慢
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
、
こ
の
道
路
に
沿
っ

た
側
溝
が
詰
っ
て
、
酷
暑
の
折
に
は
泡
を

吹
き
、
悪
臭
を
放
ち
蚊
な
ど
の
絶
好
の
繁

殖
場
所
と
な
っ
て
ま
す
。
日
本
脳
炎
等
の

悪
疫
も
流
行
し
か
ね
ま
せ
ん
。
す
み
や
か

な
る
善
処
を
望
み
ま
す
。

　
（
新
町
ニ
ノ
ニ
○
○
　
山
田
積
重
）

●
排
水
設
備
に
関
す
る
請
願
－
採
択
ー

●
都
立
松
沢
病
院
敷
地
の
一
部
開
放
に
つ
い

て
陳
情
－
採
択
－

●
三
宿
小
学
校
校
舎
改
築
と
環
境
整
備
の
陳

庸　
qD
ゲ
タ
バ
キ
式
体
育
館
兼
講
堂
の
建
設
の

　
件
－
不
採
択
1

　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

　
の
工
事
中
、
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
通
用
門
確
保
の
件
－
採
択
1

　
㈹
プ
ー
ル
浄
化
装
置
の
至
急
設
置
ー
採
択
－

　
㈲
鉄
筋
校
舎
の
改
築
促
進
の
件
－
採
択
1

　
　
　
　
　
　
　
交
通
対
策
特
別
委
員
会

●
学
童
通
学
路
に
信
号
機
ま
た
は
陸
橋
設
置

に
つ
い
て
請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
現
状
に
お
い
て
は
、
信
号
機
・

　
陸
橋
は
困
難
な
の
で
、
追
越
禁
止
・
速
度

　
制
限
・
保
安
施
設
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る

　
べ
く
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

意
兄
書
要
望
害
4

弔
）
。
。

Ψ

）

¢

　
歩
道
橋
、
信
号
機
の
増
設
を

　
　
　
1
区
長
公
選
も
重
ね
て
要
望
ー

　
区
内
主
要
幹
線
道
路
の
交
通
量
は
、
日
を

追
っ
て
激
増
の
一
途
を
た
ど
り
、
交
通
事
故

の
発
生
も
都
内
屈
指
と
な
り
ま
し
た
。

区
議
会
は
か
ね
が
ね
こ
の
対
策
と
し
て
、
交

通
保
安
施
設
の
増
設
に
取
り
組
み
、
現
地
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
結

果
を
ま
と
め
、
区
内
二
十
九
個
所
に
歩
道
橋
、

信
号
機
を
設
置
す
る
よ
う
都
議
会
に
請
願
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
区
の
真
の
自
治
権
を
打
ち
立

て
る
た
め
、
区
長
公
選
、
区
民
の
生
活
に
身

近
な
事
務
事
業
の
移
管
、
区
の
財
政
権
の
確

立
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
都
に

要
請
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
区
立
学
校
警
備
員
制
度
改
善
措
置

に
関
す
る
要
望
も
、
区
に
行
な
い
ま
し
た
。

○

○
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